
３【生活者の現状認識を理解する上での参考資料】 

 

１、「生活者の環境意識と行動」調査（２００１年１２月、首都圏６３０人・男女同

数・（株）電通）によると、「関心のある環境問題」項目（複数回答可）結果は… 
① 気ガスなどの大気汚染 ６３％ 
② ダイオキシン・環境ホルモンなど有害化学物質による汚染 ６１％ 
③ 地球温暖化の進行 ６０％ 
④ リサイクルの推進 ５２％ ・ 
⑤ 家庭ごみの増大や分別排出 ５２％ 
⑥ 都市化開発による身近な自然破壊４８％・ 
⑦産業廃棄物処理問題４８％ 
⑧  農薬・工場廃液などによる土壌汚染・地下水汚染 ４４％ 
⑨  世界的な自然破壊の進行 ４０％ 
⑩  酸性雨による森林被害 ３６％・  ⑪ ひとつもない ８％ 

⇒有害化学物質への関心は高い。ただし９８年の同様調査は７３％で、当時はダイオ

キシン問題報道による影響と考えられる。全体的に９８年調査と比較すると、

大気汚染・身近な自然破壊・土壌地下水汚染など「健康や身近な生活まわりへ

の関心」が増加している。 
 
２、上記の②有害化学物質汚染への関心をあげた６１％の人の構成内訳は… 
          （未婚 ・既婚 ）（10 代 ・20 代 ・30 代 ・40 代 ・50 代） 
＜男性 ５８％（４６％・６５％）（３６％・４９％・６１％・６３％・６５％）＞  
＜女性 ６５％（４６％・７１％）（４４％・５６％・７０％・６８％・６９％）＞ 
 ⇒既婚女性の関心の高さが特徴。男性は、年齢に従って平均的に関心が高まるが、 

女性は３０代に急に関心を強める。妊娠・出産・育児・家事を通じて、関心が高

まると考えられる。 
 
３、環境用語を多数あげ、「意味を知っている環境用語は」（複数回答可）の結果は… 
 省エネ９５％・ リサイクル９３％・ ダイオキシン９２％・ 環境ホルモン６３％ 
 環境アセスメント３１％・ 環境ラベル２４％・ 環境報告書 １９％ 
 環境家計簿９％・ グリーンコンシューマー６％・ ３R ５％ 
  

 ⇒関心の高さを裏付けるように言葉を理解している。ただし反面、環境対策として

行政や企業が取り組む事や、生活者が期待される環境配慮行動に関連する語句の

理解があまりにも低い。 

 

４、「普段心がけていること、行動していること」の例をあげ、複数回答可の結果は

… 

誰もいない部屋の電気を消す７７％・ごみ分別をする６６％・水を大切にする５７％

無添加の食品を選ぶ ２６％・ 無農薬、低農薬の野菜や果物を買う １６％ 

環境配慮商品かチェックする １０％・ 環境ボランチィア活動に参加する ２％ 

  

⇒実践行動も、省エネ・ごみ減量リサイクル・節水など従来から言われている事は多

いが、化学物質対策や健康管理に関連する、食品や商品購入時のチェックへの実

践は少ない。  


